



































































malabaricone C， tetradecanoic acid，α-monotetradecanoy 19 lycerideが強い抗菌活性を示した。
この結果に基づいて、 C7--C18の炭素数を有する鎖長の異なる脂肪酸、脂肪酸モノグリセリド、脂肪族
アルコール、アルデヒド、ケトン、メチルエステノレ、炭化水素について化学構造と抗菌活性との関連性を
検討した。各化合物群ではほぼC9--C15の鎖長をもっ化合物が抗菌活性を示し、特にアルコール、アルデ
ヒドではClO---C14で強い抗菌活性がみられた。その活性発現機構を考察している。
以上の結果をふまえ、ナツメグオレオレジンを配合した飴を調製し、咽頭炎を発症させる上気道細菌へ
の抗菌効果を確認し、食品への利用、実用化の可能性を見出した。
以上のように本論文は香辛植物の精油およびオレオレジンの上気道細菌に対する抗菌活性成分を解明す
るとともに、抗菌活性成分の構造と抗菌活性との検討を行い、一定の規則性を見出している。あわせて抗
菌成分を含むオレオレジンを食品に添加することにより、上気道細菌に対する抗菌効果を認め、応用化へ
の基盤を構築しており、食品機能化学の分野に貴重な知見をもたらしたものと評価する。よって、本論文
は博士(学術)の学位を授与するに値すると認定した。
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